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の

刊号 (2000年）に，「

理念の移植者たち The

罰 ilders of Colonial Cities・ ・ ・Planters of J 
Western Urban Planning 

のメモ」というエッセイを書いた。

には毎号その時々の関心に即して書いてきたの

であるが，振り返ってみると，「植民都市の

ホセ・デ・エスカンドン

と ーオラン

and Typology of Colonial Cities-Study on 

Dutch Colonial Cities」 (04号），「ハトとコ

ラル非グリッドの土地分割システム Hatos& 

Corales-Anti-Grid Land Division System」(09

），さらに「オンドルとマル，そして日

Ondor, Mal & Nisshiki Jutaku(Japanese Style 

House)」(11号）の 4本の原稿が近代

に関わっている。この間，一貫して〈

被支配〉〈ヨーロッパ文明←→土着文化〉の 2つ

を拮抗基軸とする都市の文化変容の間題，より

一般化すれば，建築・都市における異文化の

衝突・葛藤，受容・反撥，同化・異化の問題に

関心を持ち続けてきたことを，

。
ニつ

もまた

C harac teris ti cs 

に関わる。

のように

「ハトとコラル非グリッドの土地分

ム」がきっかけとなって，ログリッド

イン植民都市の起源，形，Jへ9

） 

システ

スペ

科学省の

から， 2012年度中に出版されることは間違いと

うけれど，この 1年スペイン植民都市をター

ゲットとして考えてきたことのあれこれを以

にメモしてみたい。おそらくは， ftraverseJ] 13 

と同じ頃出版されるであろう出版前？ のア

ドヴァータイズメントである。

故，スペイン植民都市なのか。自ら顧みて

である。

正直，近代植民都市のあり方を間う『近代

システムと植民都市』（

術出版会， 2005年）をまとめて，

をし終えたと思っていた。

し，後の個々の

う。以

へ向かった。

う。僕は，スペイン

ンのスペイン

たから，スペイン

ドゥ

術出版会， 2006年）， ロム

の空間変容l(布野修

出版会， 2008年）を

城の系譜を明らかにする『

り

も

ーヒン

スラーム

は，中

（仮）の執

にかかっている。

セヴィージャ出身の建築家ホアンさん（ホア

ン・ラモン， ヒメネス・ヴェルデホ・現・滋

教授）と出会ったことが全てだと

さないし，ワンパター

という先入観があっ

に興味を抱く理由が

ない。加えて，フィールドワークのためにはラ

テンアメリカはあまりに遠い。

セヴィージャ大学の建築学部で修士号と

の資格を得た後，神戸芸術工科大

に入学するために来日したホアン

て会ったのは 1999年である。

に書いたように，その頃，われわれは
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国

修

をスタートさせ，『植えつけられた都市英

の形成』（ロバート・ホーム著：布野

：アジア

がヌエヴォ・サンタンデールに建

のほとんどは，その当初の骨格を

した諸都市

的な建

Robert Home : Of Planting and Planning The 

making of British colonial cities, 

術出版会， 2001年）を前提に，オランダ都市研

を開始しつつあった。ホアン青年自身も，来

日時にはスペイン植民都市を研究テーマにする

ことなど夢にも考えていなかったと思う。後に

なって間くと，われわれのオランダ植民都市研

が大いに刺激になったのだという。

ホアンさんがスペイン植民都市研究を展開す

るに当たって最大の武器になったのがセヴィー

ジ ャのインディアス総合古文書館 Archivo

General de Indias (AGI) に収蔵された植

図・図面全 7152枚である。その中に，

いくつも円を画いた地図（ハト・コラル図）があっ

た。一体これは何だ！ というのが出発である。

れについては，「ハトとコラル非グリッドの

1-.l: 息分割システム」に書いた通りである。ただ，

もホアンさんもこの図に気がついたのは後の

とである。

ホアンさんがまず注目したのは，ホセ・

エスカンドン Josede Escandon 1によるヌエ

ヴォ・サンタンデール NuevoSantander (現タ

マウリパス Tamaulipas県）の 15の都市の

図である。同じような都市図が 15枚もある。

べてみると，エスカンドンは， 25もの都市を

していた。ホアンさんがホセ・デ・エスカン

ドンの都市をテーマにして学位論文 2を書いたの

はごく自然であった。

エスカンドンの都市についてはいくつかの論

文 3を連名で既に公表しているから省略するが，

白いのは，エスカンドンが A, Bふたつのモデ

ルを用いていることであり，そのモデルが必ず

しも「インディアス法（「フェリペ Il世の勅令」

15 7 3)」の基本モデルに一致しないことである。

さらに実際建設されたのは，全て同じで 100ヴァ

ラ 4 X 100ヴァラの単純な正方形グリッドの街

路体系をしていることである（図 1)。

15の都市の現状を当初の計画図と比べて思う

ことは，「変わるもの」と「変わらないもの」に

ついての間いである。ホセ・デ・エスカンドン

物とともに残している。プラサを中心とする都

市核は， 20世紀初頭までは大きな変化は少なく，

な変化，都市化が起こったのは 20世紀後半

である。大きな変化要因となったのは，自然の

件であり，洪水，黄熱病，治水のためのダム

設などである。極めて単純な街区構成と宅地

分割による秩序が， 250年近く，

てきたことは でもあり，

モデルA(中央プラサ lOOvarax lOOvara) 

く維持され

でもある。

モデルB(中央プラサ 200varax 200vara) 

図 l エスカンドンの 2つのモデル

2
 ヒッポダモス

中心テーマ，キーワードは，グリッドである。

スペイン植民都市は，グリッド都市の代名詞とさ

れる。改めて，グリッド都市の起i原について基本

文献を読み直した。焦点は，紀元前 5世紀に

したギリシャの政治家，哲学者，医者，数

象学者であるヒッポダモス Hippodamus

(498 BC-408 BC) である。アリストテレス

Aristotelis (384 BC-322 BC) がグリッド・プ

ランの発明者と呼び，さらに「都市計画」の創

始者だと書いたことで，その名は「都市計画」

の歴史の第一頁に記されて世界中に知られる。

「エウリュポン Euryphonの息子，ヒッポダモ

スはミレトスの人である。彼は国を区画すること

を発明し，ペイライエウス Peiraieusの町に

状の道路を設計した。......最善の国政について

じることを企てた最初の人である。」（『政治学』
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2券「 の国政についての人びとの見解と

の高い国政の吟味」第 8章「ミレトスのヒッ

ポダモスの国制論に対する批判」 1267b22

29り。

ヒッポダモスは，ミレトス Miletus6生まれで，

「棘盤状の道路を設計し」「国を区画することを

の国政について論じるこ

とを企てた最初の人」である。すなわち，グリッ

ド都市について考えることは，都市計画の

ひいては「国制」を考えることにも繋がること

になる。

いささか変わった人物であったらしく，アリス

トテレスは， 上の引用で省略した「・・・・・・」の

では，「彼は自負心のために普段の生活でも

なところがあった。髪を長くたらして，高価

な飾りをつけているのに，粗末で厚い衣服を冬

ばかりか，夏の間でも着ているのをみて，ある

ひとびとは風変わりな暮らしをしていると忠つ

たほどである。彼はまた，全自然についての知

に通暁していると自負していた。」と書いてい

る。そして，アリストテレスは次のように続ける。

「彼が構想した国の

の人口は 1人とし， 3つの

職人， 1つは

もつ者とする。国土も 3つの

なる地区，公共用地， によっ

地であり， が

を供給するのが聖なる

の生活を支えるのが公共用

するのが私有地である。」

（ 1267b30 - 38) 

ヒッポダモスの「都市国家」の空間配置に関

わる言及はわずかに以上にすぎない。そして，

は，アリストテレスは，この 3区分を徹底的

に批判している。職人と農民と武器をもつ者で

あれば，試器をもつ者が権力を握ることになる

のは当然である，武器をもつ者が畑を耕すので

あれば，農民が武器をもつのと変わらなくなる

などと，職人，農民，武器をもつ者の相互の関

係をそれぞれ問題にして，さらに， ヒッポダモ

スの法制についての理論をまとめた上で，その

国政論の問題点を列挙するのである。

がヒッポダモスに言及するのはもう

lケ所ある。

「個人の家の配置は，新式のヒッポダモス風の

に従って［碁盤状］道路によって整然と

されれば，もっと快適であるし，一般の

のためにはもっと便利であると考えられる。し

かし戦時の安全のためにはその反対に，むかし

の時代にそうであったままの［入り組んだ］

みがよい。なぜならそれは外国の軍勢にとっ

て侵入しにくく，攻撃しようにも迷路が邪魔に

なるからである。それゆえ，都市は両方の

を取りいれるべきである。というのは，農地で

の樹の寄せ植えと呼ばれる植え方に倣って

を配置すれば，それは可能だからである。

そして都市全体を整然と区画せずに，部分的に

いくつかの地区にかぎってそうすればよい。こ

のようにすれば，安全と美観の要求をともによ

＜満たすことができるだろう。」（丁政治学〗

7巻「最善の国政」「都市の立地とその防衛」

1330b21 - 31: 

この I葡萄の樹の寄せ植え」というのは，「五

つ目植」とも訳されるが 7, 「サイコロの 5の目

のような配置で植えるやり方」と解説される。

この配置でも連続すればグリッドとなるけれど，

アリストテレスが言いたいのはグリッドを崩し

て高密度に住居を配置するということである。

然とした区画の地区は部分に隈定し，全体は

かつての都市のように入り組んだかたちにした

ほうがいい，というのがアリストテレスであっ

た。すなわち，アリストテレスの関心は，幾

的な空間構成より，ポリス（都市国家）全体

の構成（「国制」）にあった。

ヒッポダモスが生まれたミレトス 8しま，

なグリッド・パターンの都市であり， ヒッポ

ダミアン・プランのプロトタイプとされる。し

かし，第一に確認しておくべきは，ヒッポダモ

スが必ずしもグリッド都市の考案者ではない

ことである。ヒッポダモス以前にグリッド都市

が存在してきたことは考古学的遺構が示してお

り，都市文明の起源である古代オリエントに

にグリッド都市の存在が知られている。

の教科書，を幡けば，エジプトのセンウセルト

Senusert II世（中王国第 12王朝：在位 1897-

79 BC) がピラミッド建設のために建設した

働者居住区カフーン Kahoon(ホテプ・センウ
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セルト）やアメンホテプ AmenhotepN世（ア

ケナテン ：在位 1379-62BCあるいは 1364-

4 7 BC) が建設した 王宮都市エ ル ・アマルナ

叫はJIal -・amarnahがグリッド都市の例とし

てまず出てくる。続いてアルメニアのウラル トゥ

王国のゼルナキ ・テペ ZernakiTepeがある。ま

た，レヴァント Levantのメギド Megiddoがあ

る。時代は下るが，メソ ポタミアでは，ネブカ

ドネザル NebuchadnezzarIT世（在位 604-561

BC) が建設したバビロン Babylonも整然とした

居住区を持っている。また，ネプカドネザル Il

世がバビロニアを刷新すべ<.ユーフラテス川

の少し下流に建設したボルシッパ Borsippaも，

明らかに規格的に設計されている。第二に指摘

しておくべきは， ヒッポダモスがミレトスの都

市計画に関わったというのも疑問視されている

ことである。ミ レト スは紀元前 494年にペルシ

ア市によって破壊され，紀元前 479年頃再建が

開始されたというからその再建に関わったこと

は十分あり得るが，それ以前にミ レトスにグリッ

ド・パタ ー ンが導入されていたことが明らかに

されているのである。そもそも彼は理論家であ

り，実務家ではなかった。

3
 エクシメネス

スペイン植民都市の起源として，スペイン以

前の南北アメリカ大陸やフィリピンにおける上

治の都市の伝統 (A),I 5世紀末に到るイベリア

半島の都市計画の伝統 (B),それに大きく影密

を与えてきたギリシャ ・ローマの都市計画の伝

統 (C)' そして，それを基礎にするルネサンス

の都市計画理論の影器 (D)の 4つを考えること

ができる。 (C) の象徴がヒッポダモスで，それ

を引き継いだのが (D)である。

イベリア半島の都市史，都市計画史について

学んだが，スペイン植民都市計画の基本モデル

に囲接つながると考えられるのがエクシメネス

Francesch de Exiemenis (c 1340 ~ c 1409) 10 

の理想部市計画案である。日本ではほとんど知

られていないのではないか。

その 1385年のその代表作『キリスト教 12害

Dotze llibre del Crestia.!] 11は，建築苫でも都

市計画密でもないが，中に断片的に都市の理想に

ついて触れている。 V.ベルトラン VilaBeltran 12 

が，都市に触れる箇所を抜き出して検討してい

るが，それ は 106章から 1l 4章，263頁中，

50頁から 53頁の 4頁である。

ェクシメネスは，まず，立地として自然，限

と水に触れている。「風は冷た＜ ，土地そして人

岡にダメージを与える」「都市は水の近くにある

べきである」「都市は川の側に立地するのがいい。

分割される場合は 2つまで，それ以上は都市が

膀くなる」「海は，人々が広がっていく場所であ

り，裕福になるところである」 (106京，50p) 

などとある。さらに「主要道路には大きな下水

道が必要である」 (106章,50 p) と排水に触

れる。

続いて「都市の構成は美しい形態をとるべき

である」 (I06章，50p) とし，天文学が重要

だという。「天文学を無視すれば，不幸になる。

天をよく観索すれば．幸せになり ．永続できる」

(109章 51p)。そして「直線がより美しく ，

規則正しい」 (II0齋 51p) とする。

そして． 「ギリシャの哲学者に従えば」と ，「全

ての都市は正方形（四角）であるべきだ」 (II 0章．

5 I p) という。「各辺中央に入口があり ，各辺

中央から市壁の角までは 500パソ pasos13 (1辺

1000パソ）である。東西の門は広くて大きい。

また，南北も同様である」また「教会は中央に

あるべきで，隣接して大きな美しい広場がある」

「広場の四方には階段があって高くなっており ，

攻撃を受けた場合，防御しやすいようにしてあ

る。広場は，また，聖なる場所として維持され

なければならない」 (Il 0章， 5I p) という。

V. ベルトランの整理によれば，エクシメネス

の理想都市モデルの基本は以下のようになる（図

2)。

1)立地 ：平坦な地形で自由に拡張が可能なこ

と。

2)方位 ：都市の主軸は南東向きとし，北風を

防ぐこと。

3)広場 ：一辺 1000パソの正方形。

4)市壁と宅門 ：各辺の中央に門を設ける。正
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門は東門。

5)副門 ：正門と市壁角との間に 2つの副門を

設ける。

6)街路は直線とする。

7)主街路と住区 ：主門と主門（東西，南北）

を繋ぐ主街路によって 4つの住区に分割する。

8)広場 ：各住区は広場を持つ。

9)教会 ：中心に位四し，宅教，

近くにある。

10)主広場 ：通路階段をもった主広場を教会

の近くに設ける。市場の開設や処刑は禁止さ

司祭の住居が

れる。

I I)王宮 ：都市の境界に位屈し（市壁に接し），

直接市外への出入口をもつ。

12) 住区 ：各住区はいくつかの教区から成り ，

修道院，椀屋，魚市場，店舗，宿屋がある。

13)各住区は様々な労働階屈が居住し，水が

豊富であること。

14)病院ハンセン氏病収容所， 売春宿，

水道は，風下に置く 。

15)日常生活のための小売業は至る所に配さ

下

れる。

16)悶民は膜園の近くに居住する。港がある

場合，船員は海の近くに居住する。
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図 2

のか，

エクシメネスの理想都rliモデル

エクシメネスにとっては，理想都市の計画図

を作成する以前に法的，倫理的基盤に従った

秩序づけられた社会をつくりあげることが問題

であった。秩序感覚がエクシメネスの理想都市

計画の基礎であり広場の形態や建設は次の問

題である。 教会があって広場がそれに隣接する

広場とともにその中に教会が建設される

のかはっきりしない。

スは．エクシメネスのテキス トを検討すること

でその理想都市計画案を再現しているが広

場を先に設けている。これに対して．サルセド

Salcedo 14は．教会が広場に含まれた案を提案

している。 一辺 1000パソ=5000ピエという

広場の規模は，「インディアス法（フェリペ u

世の勅令）」の 「最低 200ピエ X 300ピエ，

大 533ビエ X 800ピエ，中閻値を 400ビエ X

600ビエとする」という規模と比べるとかなり

大規模である。教会や市庁舎を含めた コンプレッ

クスを含んだ規模と考えられる。いずれにせよ ，

広場は教会とセットであり ，広場はひとつの空

問と考えられている。この広場の概念はイベロ

アメリカのスペイン植民都市に広く取り入れら

ガルシア ・フェルナンデ

最

れていくことになる。

4
 「フェリペ II世の勅令

Shuji FUNO 

(1573)」

インディアスの統治のために数多くの法令，

勅令，訓令が出されるが，それを棗初に体系化

したのが，フェ リペ II世の「インディアスの発見，

植民，平定に関する新法令」 (1573.0713) で

ある。「フェリペu世の勅令」については，加嶋

章博 (2007)が全文邦訳，解題を試みているが

'5, スペイン語現代語訳であるが原文と照らし合

わせながらじっくり読んだ。

「フェリペ U世の勅令」の原本は，カスティ ー

ジャ語の手稿である屯冒頭「フェリペn世国

王から我が海外領士における副王，プレシデン

テ， アウディエンシア，ゴベルナドール（総

瞥） ，そして以下に言及する者，また関係者す

べてに向けて」とある。 全体は 148条からな

る。ただ，原文には第 91条が欠如している。ま

た，第 69条および第 11 1条の段落を 2つに分

け，69条の 2, 1 11条の 2とする研究者がい

る。この場合全体は 149条からなることにな

り， F.d.ソラノ Fraciscode Solano (1996)は

149条としている。 しかしここでは。手稿の番

号に従う。発見 descubrimiento17(第 J ~第

31条），入植 poblaci6n(第 32~137条），
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pacificacion 138,....___,149条）の 3つの

分（章）からなる。

体を通読すると，スペイン植民地建設の

針についてはよくわかる。指針と実態はもちろ

ん異なるけれど，植民地化のプロセス（

入植，平定）がその背景とともによく理解できる。

，建築の分野では，その形態に関わる

文にのみ関心を集中させてきたが，その数は

そう多くはない。

フィジカルな形態に関わる「フェリペ Il世の

勅令」の条文は以下である。

1. 全体はグリッド・パターンによって構成さ

れる。すなわち，全体の形は限定されず，同

じ形式で延長可能である 1 1 1条）。

2. プラサ・マヨールを起点とする。（第 11 1 , 

112条）沿岸部の場合には上陸地点に，内

設ける。

3. プラサ・マヨールの形は，長さを幅の 1.5

とする長方形とする（第 112条）。大きさは，

低 200ピエ X 300ピエ，最大 533ピエ X

800ピエ，中間値を 400ピエ X 600ピエとす

る（第 113条）。

4. -

四隅から 2

中央から 1本ずつ，

114条）。

に面してポルテイコを設ける。ポルテイコは

よって切断されない。このポルティ

コについて，加嶋章博 (2007) は主要街路の

側全てに想定するが，プラサ・マヨールに

されたものとした（第 114条，第 115条）。

5. 市街地のところどころに小広場を設け，そ

の広場に付随して教会を設置する（第 118条）

という規定については，必ずしも一般的な図

は想定できないが概念的にはダイアグラムに

示せる。

フィジカルな計画について図化できることは

以上のみである（図 3)。これ以外に描かれた図

は，作成者の解釈と考えていい。また，各地に

建設されたスペイン植民都市は建設者の解釈に

よって計画設計されたものといっていい。ひと

つの都市のモデル図が具体的に建設された都

図をもとにモデル図が作成されてきたとい

うことである。当然のことながら，実現した

は現実の諸条件に規定されている。イン
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図 3 インディアス法の都市基本モデル

ディアス法の モデルは都市の規模，その

については触れていない。城壁，市壁につい

ての記述が全くないことは大いに注目されてい

い。街路は広場から四方に延長されるという規

があるだけである。また，都市の規模は入植

に当たっての集団の

るだけである。

によって されてい

ホルヘ・エンリケ・アルドイ Hardoy,Jorge 

E. (1983) 18のリストによれば， 1492年にコ

ロンが第 1次航海の際に，イスパニョーラ島に

したナヴィダー要塞以降， 1810年のポトレ

シージョ Potresillo(グアテマラ）にいたるまで，

3世紀余りの間に約 1000に及ぶ市，町，村が

されている。そのうち， 1573年の「フェリ

ペ Il世の勅令」までに建設が着手された都市は

362にのぼる。こんどの著書で試みたことのハ

イライトのひとつは入手した都市図をもとにス

ペイン植民都市の全体形態，プラサ・マヨール

と街区の構成，街路体系などをインディアス法

（「フェリペ Il世の勅令」）が規定する基本モデル

と比較し，各都市の差異を明らかにするととも

に，スペイン植民都市の類型を明らかにしたこ

とであろう。

これまで，セヴィージャのインディアス総合

文書館 AGIに集められ，収蔵保管されている

都市図を対象にして分析を行ってきたが 19, さ

らにマドリードの Servicio日istori co 

Militar (SHM) /Servicio Centro Geografico 

del Ejercito (SGE) の地図資料全 1514枚（



10巻）を加えて基礎資料とした 20。すなわち，

化をやり直した。類型の対象になったのは

172 

て

である 21。スペイン

された都市の 2割近くを対

になる。

化の詳細は

地帝国におい

としたこと

化の軸と

なるのは「フェリペ Il世の勅令 (1573)」の

モデルである。すなわち，プラサ・マヨール

の位薗，規模，形状と街路体系である。今更の

ように したのは， モデルに に従う

が皆無であることである。特に、プラサ・

マヨールの形状の規定（縦横比が 1:1.5) に従う

ものは 1例しかない。初期には，広場を最初に

する建設のパターンは必ずしも一般的では

なく，要塞や教会の建設を一体的に行うのが一

般的であった。また，全体として広場の各辺を

する形の単純グリッドが圧倒的に多く，プ

ラサ・マヨールは正方形のものが多い。都市の

理念と実際の計画，そして現実に実現された

の間のずれ，ギャップについて，グリッド

をめぐってはより深く考えさせられることに

なる。

るのである。

ラス・カサスの生涯の詳細については著書に

るが， 1502年 2月に，ニコラス・デ・オヴァン

ドの大船団に加わってイスパニョーラ島に殴つ

て以降，生涯に計 5回，インディアスヘ赴いて

いる。金の採掘が目的であり，エンコメンデー

ロとして奴隷も使用していた。そして，第 2回

の渡航では，ディエゴ・ヴェラスケスのキュー

バ征服軍に加わっている。しかし，スペイン人

のインディオに対する残虐な行為を目の当たり

にし続けることで回心する。自ら所有するイン

ディオを解放することを公表し，エンコミェン

ダ制への厳しい非難を開始するのである。国王

フェルナンドの死去後，カルロスの摂政をして

いたトレド フランシスコ・ヒメネス・デ・

シスネロス FranciscoJimenez de Cisneros 

(1436-1517) と後のローマ教皇ハドリアヌス

VI世アドリアン (1459-1523) に覚書を提出す

Catorce remediosJJ 

5
 ラス・カサス

スペイン植民地帝国の歴史において，触れる

ことを避けて通れない人物のひとりがラス・カ

サスである。コロンの「インディアス事業」の

開始当初から一貫して間題になったエンコミェ

ンダ制の非人道性について，ラス・カサスの

が光を投げ続けているのである。著書では，

コラムのかたちで，ラス・カサスの行動の軌跡

を追跡し，スペイン植民地形成の空間的広がり

の一断面をみたが，大きな関心は，

スが提案した植民地に関する具体

また，新たな植民地計画にある。

1516 を

る。これがし~1 4の

(1516) である。

14の改善策エは，エンコミェンダ制の

インディオの生命と自由の保障，聖職者の役

の重視を柱 22にするが，フィジカル・プランニ

ングの観点から輿味深いのが「第 2の改善策」

である。

スペインの町を中心にして，インディオの

村々を周辺に建設する。村は，スペイン人の町，

山，あるいは

グア内に建設する。

る。

④島（キューバ）に

10名，

の場所から 15~20 レ

は 5~5 名のカシー

し，村とケに率いられ， 1000

離は 5,--._, 7レグアとする。

②中心のスペイン人の町にはインディオのた

めの各翼 50のベッドをもつ，真ん中にミサの

ための祭壇を置く十字形の病院を建設する。

③エンコメンドーロは，所有する

などの半分をインディオの村に

申している。その

に出されたトマス・モアの丁ユートピア

して，また，後の植民都市建設の歴史に照ら

して極めて興味深い注目すべき内容を含んでい

問インディオ

5名，

⑤インディオには文明

1名， 1集落に

（スペイン人の町に

1名，

ロ
く。

の方法，また，
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み書きと文法を教える。

⑥インディオの労働義務期間は年 6ヶ月とし，

2ヶ月の労働の後， 2ヶ月の休息期間をもうけ

る。労働は輪番制で行い，一定数のインディ

オは村に留まって，農作業に従事する。鉱山

の場合，インディオの数は 2000名とし，

1000名が 2ヶ月毎に交替する。労働日には，

4時間の食事と休憩の時間を与える。イン

イオには充分に衣服を与え， 25歳以下，ま

た 45歳以上のインディオは労働に従事させて

はならない。各集落から該当する男性総数の 3

分の 1以上を金の採掘に徴用してはならない。

鉱山から 15~20 以上離れた村からインディ

オを徴発してはならない。

⑦鉱山労働や農作業においては，鉄製の

を使用させる。インディオを荷役に使用する

のは禁止する。

⑧スペイン人の町に，カスティージャ人農夫

を 40名妻子とともに派遣し，それぞれイン

オ 5家族を割り当てる（第 3ッし人口不ノ 0

には，自給自足の村落による地域共同

の構想である。コロンの「インディアス

をベースとする交易事業をめざした

とは次元が異なっており，スペイン植民地

のひとつの原型がここにある。

ラス・カサスは，以上の計画を実施するため

の収支計画も立てている。インディオの割当も

めるなど現実的な配慮も見せている。基本的

には，「ブルゴス法」の条文も踏まえられていた。

しかし，現実は，この『 14の改善策』の構想を

許さなかった。この植民計画は「集産主義的か

つ人道主義ユートピア」 23 と呼ばれることにな

る。上述のように，ラス・カサスの『 14の改

が出された 1516年は，奇しくも， トマス・

モアがアメリゴ・ヴェスプッチの航海に参加し

た水夫から聞いた話として書いた『ユートピア』

がルーバンで出版された年であった。

トマス・モアの『ユートピア』も今回再読し

たが，モアのほうが計画内容についてはより

細である。ただ，『ユートピア』はあくまで理念

であり，ラス・カサスの場合，あくまで改善策

であり，実施が前提であった。

『14の改善策』に基づいてヒエロニムス会

86 布野修司 I グリッド都市

に与えられた覚書あるいは指図書（インストル

クシオン）は，集落の規模を，より少なく 300

人前後としている。そして，「各集落の戸数は家

族人数によって決まり，増えた場合にも居住で

きるように住居の大きさを考慮すること」とし

ている。さらに，「各集落には立派な教会といく

つかの街路とひとつの広場をつくって，型どお

りの村とすること，カシーケの家は大きく立派

につくり，広場の近くに建てること。また，病

院を 1つ設けること」とする。「集落の区域の

に応じて，アドミニスタドールを任命し，イ

ンディオの居住区外の石造りの家に居住するこ

と」「住民 300人の各集落に対して，なるべくな

ら， 10,..__, 12頭の雌馬， 50頭の雌牛， 500匹の

雄豚， 100匹の雌豚を割り当てる。各集落に食

肉係カルニセーロを 1人置く」（『インディアス

史』五 p93)

しかし， こうした細々とした指図は遵守され

ることはなく， どころか，ヒエロニムス会士た

ちは，インディオの解放を前提とするその計画

図4 ラス・カサスの都市基本モデル
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の

メ

を不可能と判断したのであった。

ラス・カサスについては，「ティエラ・フィル

」(1518) も注目すべきであるが，

を参照して欲しい。

6
 レドウクシオン

スペイン植民地帝国の統治に当たって大きな

役割を果たしたのがカトリック教会である。「征

の時代に「新世界」に移住してきた聖職者た

ちはフランシスコ会， ドミニコ会 Dominican24, 

アウグスティノ会 Augustini 25, イエズス

Societas Iesu26など様々な修道会に属する

であった。この伝道師たちはインディオの改

を第 1の使命としたが，宗教的活動のみなら

ず，全ての面で植民地拡張の役割を担った。都

や教会建設に大きな役割を果たしたのも

たちである。ラス・カサスが

したのはドミニコ会である。

中には， トマス・モアの［ユートピア』の

を本気で目指した修道士たちがいる。有名なの

(1514) 

がメキシコのミチョアカン Michoacan教区の司

教でオイドールでもあった（在位 1531-35)ヴァ

スコ・デ・キロガ Vascode Quiroga (14 70 

78? -1565)である。ヴァスコ・デ・キロガは，

ガリシア出自の貴族の生まれで，法律そして

を学び，法律家として南スペインそしてアル

ジェリアのオランで働いた (1520-1526) 後，

しばらく宮廷で仕事をしており，インディアス

のメンバーとの密接な関係があったことか

ら， 1531年に再建されたアウディエンシアのオ

イドールに指名されたと考えられている。オイ

ドールとしてヴァスコ・デ・キロガがまず1丁つ

たのは病院の建設である。自前でタクバ近くの

サンタ・フェ・デ・メキシコ とパックアロ近く

のサンタ・フェ・デ・ラ・ラグナの 2箇所に

を建てている。ヴァスコ・デ・キロガは，イ

ンディオの奴隷化に強く反発し，エンコメンドー

ロを激しく批判する書簡をカルロス V世宛てに

っている。ミチョアカン教区の司教に任命さ

れると (1536), タラスカン Tarascan地方の

中心パックアロ Patzcuaro湖付近に

そして，カテドラルと神学校を建設して，イン

ディオを集住させるインディオの共同体建設を

目指した。カルロス V世宛ての書簡に『ユート

ピア〗のスペイン語訳が付されていたとされる

が見つかっていない。彼は，インディオの共同

体をレプブリカ・デ・インディオス Republicas

de Indios (インディオ共和体）と呼んだ。

メキシコにおいては，当初，既存の

織（カベセラースヘート）を拠点として入

が行われるが，やがてインディオを強制的に

化させる政策が採られるようになる。レドゥ

クシオン Reductions27あるいはコングレガシオ

ンCongregaciones28と呼ばれる。インディオ

は，防御を考えて山間に立地するものが多く，

，徴税など行政管理がしにくかったからで

ある。レドウクシオンの建設は，ペルー副王

でも同様に展開される。レドウクシオンの

を担ったのが布教に当たった宣教師たちであり

教団である。フランシスコ会，そしてイエズス

のレドウクシオンは主としてペルー副王領で

され，とりわけイエズス会のパラグアイの

レドウクシオンは成功を収めた例とされている。

レドウクシオンは極めてうまく編成され，自給

自足が可能であった。余剰物の交易によって利

を得るレドウクシオンも少なくなかった。人

口は 2000,..____, 7000人，小規模な場合， 2人のイ

ェズス会士がひとつのレドウクシオンを指揮し，

インディオの労働から得られる利益を監理した。

レドウクシオンによっては，居住者のインディ

オのアーティストによる図入りの印刷物を出版

する例もあった。

レドウクシオンは，基本的に標準プランに従っ

て建設された。その図面も残されている（図 5)。

プラサ・マヨールには四隅に十字架が立てられ，

の像を載せた柱が建てられた。また，プラサ・

マヨールに隣接して教会と教会広場，学校が

けられ，他の三辺に面して住居が並ぶ構成であ

る。インディオたちが

であり，一棟に 100世

であった。寡婦向けの

に設けられた。

イエズス会のレドウクシオンは 150年あまり

を移す。

合
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図 5 レドウクシオンにつくられた集落

にわたって自立的コミュニティを維持し続けた

が，白壊を始め，スペイン人社会に吸収されて

いくことになる。多くのレドウクシオンは

となった。ボリビアのチキトス Chiqui tosの 6

の伝道所遺跡 (1990) (サン・フランシスコ・

ハビエル（サン・ハビエル SanXavier), コンセ

シオン Concepcion(Santa Cruz), サンタ・

アナ NuestraSenora de Santa Ana, サン・ミ

ル，サン・ラファエル，サン・ホセ），パラグ

アイのサンティシマ・トリニダード・デル・パ

ラナ SantisimaTrinidad del Paranaとヘスス・

ル・タヴァランゲ Jesusu del Tavarengue, 

グアラニ Guaraniのイエズス会伝道所群（ブ

ラジルのサン・ミゲル・ダス・ミソンイス Sao

Miguel das Missoesの遺跡群 Ruinsof Sao 

Miguel das Missoes (1983/ 1984), ア ルゼ

ンチンのサン・イグナシオ・ミニ SanIgnacio 

Mini, ヌエストラ・セニョーラ・デ・サンタ・

アナ NuestraSenora Santa Ana , ヌエストラ・

セニョーラ・デ・ロレート NuestraSenora de 

Loreto, サンタ・マリア・ラ・マヨール Santa

Maria la Mayor), パラグアイのラ・サンティシ

マ・トリニダード・デ・パラナとヘスース・デ・

タバランゲのイエズス会伝道所群 (1993), ア

ルゼンチンのコルドバのイエズス会伝道所とエ

スタンシア群 (2000) が世界文化遺産に登録さ

れている。

7
 

都市の を担ったのはもちろん修

たちばかりではない。

サント・ドミンゴの

として，オメナヘ塔 (1507) を設計し

たイタリア人建築家ファン・ラベ， 1543年に

を建設したスロドリゴ・リエンド，そして，

1589年にサント・ドミンゴを訪れ，わずか 20

日間の滞在中に市壁再建計画を立てたバウティ

スタ・アントネッリの 3人が知られる。

このバウティスタ・アントネッリ，様々な場

所に名前がでてくる。サント・ドミンゴの他，

ハバナ，プエルト・リコ，パナマ，ポルトベロ，

ノンブレ・デ・リオスサン・ファン・デ・ウル

ア SanJuan de Ulua, プエルト・デ・カバジョス，

カルタヘナ，サンタ・マリア，フロリダなどで

も仕事をしているのである。

ややこしいことに，息子ファン・バウティスタ・

アントネッリ，従弟クリストバル・デ・ロダ・

アントネッリ (1560-1631) という建築家の

もある。実際，複数のアントネッリをめぐって

の間でこれまで混乱が見られた。バウティ

スタ・アントネッリ (1547-1616)は 5人兄弟で，

20歳年上の兄はファン・バウティスタ・アント

ネッリ (1527-1588) という。そして，息子も

ファン・バウティスタ・アントネッリ (1585-

1649) というのである。そして妹カテリーナの

2人の息子，クリストバル (1550-1608) とフ

ランシス (1557-1593) のロス・グラヴェリ・

アントネッリ LosGaravelli Antonelliも

である。

アントネッリ・ファミリーは，代々ハプスブ

ルグ家に仕えた著名なイタリア人軍事技師の

系とされるが，スペイン植民都市の城塞建築に

わったのがイタリア

アントネッリ

市，

のファ

ミリーであったことは，記憶されていい。『近代

世界システムと植民都市』（布野修司編， 2005)

においては，オランダ植民都市計画を担ったエ

ンジンニア，建築家について，オランダにおけ

る都市計画理論とともに，その養成機関等に触

88 布野修P'.l I グリッド都市



れたが，オランダの場合も，当初は北イタリア

の技術を導入し，低地における都市計画技術を

することになるのである。

アドリア海に近いガテオ Gatteoという村で

った兄弟がなぜスペインを訪れることになっ

たのかは必ずしも定かではないが，長兄のファ

ンは，それ以前にイタリアでの要塞建設が知ら

れており，その技術を買われての移住であった

と思われる。ファンがスペインに来たのは 1559

, 32歳の時で，フェリペ II世に仕えることに

なるが，最初の 20年 (1560-1580)は，専らヴァ

レンシアの沿岸部および北アフリカ沿岸部にお

いて要塞建設に従事している。そして， 1580

代には， トレドとリスボンを結ぶ河川整備に

たった。すなわち，ファン・バウティスタ・ア

ントネッリは，「新大陸」には行っていない。

の第ーは，孫が同じ名前であったことによる。

「新大陸」で最も活躍することになるバウティ

スタ・アントネッリ (1547-1616) は，兄のフ

アンに呼ばれて， 1568頃スペインに来るのであ

るが，イタリアでの仕事は知られない。

えるとそう大きな実績はなかったであろう。す

ぐさまヴァレンシア副王サッビオネータ侯ヴェ

スパシアーノ・ゴンサガ VespasianoGonzaga 

(1531-91) のもとで働く機会を得て (1570-

78), むしろ彼から訓練を受けたと考えられる。

イタリア人貴族ヴェスパシアーノ・ゴンサガは，

外交官であり文筆家であり，軍事技術者として，

また の

バウティスタ・アントネッリがフェリペ II

に呼び出され，マガリャンイス（マゼラン）

峡の両端に 2つの要塞の建設を命じられるのは，

34歳の時である。以降，バウティスタ・アント

ネッリは 4回大西津を渡ることになる。

1航海はしかし大失敗であった。 1581年に

カディスを発ち翌年リオ・デ・ジャネイロに

くのであるが，船が難破，多くの技術=,

働者，工具類等を失い，全く任務を果たせず

国するのである (1583)。1585年に息子のフ

アンが生まれているが，第 2航海まで何をして

いたのかわかっていない。

1586年，フェリペ II

アントネッリに対して，

は再びバウティスタ・

を探索し，「し

かるべき に を建設するためのプロジェ

クトを立案すべし」という勅令 (Doc.No.15)

を発する (2月 15日）。具体的に立案が求めら

れた都市は，カルタヘナ，パナマ，チャグレ（ノ

ンブレ・デ・ディオス），ポルトベロ，ハバナ，

サント・ドミンゴ，プエルト・リコ，フロリダ

である。ただ，第 2航海で全てを訪れられたわ

けではない。バウティスタ・アントネッリは，

キューバ総督に任命されたファン・デ・テハダ

Juan de Tejadaと供に出立し，フランシス・ド

レイクに襲われたばかりのカルタヘナ・デ・イ

ンディアスにまず到達する。防御施設の欠如が

もたらした被害の大きさを確認したことは，バウ

ティスタ・アントネッリのその後の計画提案を

きく規定することになる。

バウティスタ・アントネッリは，防御のため

には自然の地形が重要であることを認識し，こ

の時既に，パナマ地峡を調査して，大西洋岸の

チャグレをポルトベロに移すことを提案してい

る。続いて，ハバナを訪れ (1587), 7ヶ月に

わたって，要塞建設について検討するが，突然

サント・ドミンゴ，プエルト・リコ，フロリダ

の調査を中断して帰国している (1588)。兄の

ファンが死去した年であるが，それは偶然であ

していることか

えられる。すな

り，キューバ総督テハダが同

ら，緊急性が高かったからだと

わち，パナマ地峡，ハバナ が極めて重要で

があったのである。あることを宮廷に訴える

バウティスタ・アントネッリは， ，カルタ

ヘナ，ポルトベロ，チャグレ，ハバナについて

の多くの計画図，青図（実施図面），提案書を

の監督官であったスパノッチ・ティブルシオ

Spannocchi Tiburcioに提出している。 1588

は，スペイン無敵艦隊が英海軍に破れ，制

を失った年である。

を受けて，プエルト・リコ，サント・ド

ミンゴ，フロリダ，ハバナ，カルタヘナ，サン

タ・マルタ，チャグレ，ポルトベロ，パナマに

を行うことを命ずるフェリペ Il世の

勅令がバウティスタ・アントネッリに出され

る (1588.11)。第 3航海は， 10年の長き滞

(1589-99) となる。

まず，バウティスタ・アントネッリとファン・
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テハダは，サン・ファン・デ・プエルト・リコ

に寄港し，その要塞化を指示，サン・フェリペ・

デル・モロ城建設の提案をしている。その指示，

は，ペデロ・デ・サラザールによって実施

されることになる (1591)。

いて，バウティスタ・アントネッリは，サ

ント・ドミンゴを訪れる。 20日間滞在して，

を提示したことは第 IlI章 2で触れた

が，この時既に，サント・ドミンゴは，スペイ

ン植民地における相対的地位を低下させていた。

1586年には，フランシス・ドレイクに襲われ，

もしていた。

そしてハバナに到着したのは 1589年の 5月

であった。様々な指示を出したと思われるが，

この時の滞在はわずか 7ヶ月であり， 1590年 l

月には，サン・ファン・デ・ウルア（ヴェラクルス）

に向かう。第 2航海のパナマ地峡の調査も含め

て，スペインにとって，ガレオン船貿易の維持

が最大の関心事であったことを示している。

バウティスタ・アントネッリは， 1590年 9月

にハバナに戻り， 4年間ハバナに滞在する。助

としての人材が欲しかったのであろう。従弟の

クリストバル・デ・ロダ・アントネッリを呼び

せている (1591)。ハバナで集中したのはモ

口要寒の建設である。結局は，モロ城塞がバウ

ティスタ・アントッネリの代

なる（図 6)。

ということに

図6 モロ要塞ハバナ

味深いことに，バウティスタ・アントネッ

リの要塞デザインは，グリッド・パターンを

調とするスペイン植民都市計画とは異なり，

90 布野修司 I グリッド都市

形である。ハバナについて言えば，フランシ

スコ・カロナの計画案のような幾何学的な空間

成を優先的な理念としてはいない。ルネサン

スの築城術を学び身につけていたことは確かで

あるが，場所の地形を重視し，ア・プリオリに

左右対称といった形態を当てはめることなく

の解答を求めている。

1599年にマドリードに帰ったバウティスタ・

アントッネリは，すぐさま，ジブラルタルある

いはモロッコを訪れている (1600)。大西洋を

股にかけての活躍である。そして， 1603年，

4の最後の航海を行う。この時は 19歳になっ

たファン・バウティスタ・アントッネリ (1585-

1648) が一緒であった。ミッションは，ヴェネ

ズエラ東海岸アラヤの製塩場の防衛である。オ

ランダがしばしば襲う状況にあった。バウティ

スタ・アントッネリは，アラヤを視察した後，

ハバナに寄って息子をクリストバル・デ・ロダ・

アントネッリに委ね， 1604年にマドリードに

った。以降，「新大陸」に渡ることはない。死

んだのは 1616年である。

以上，『グリッド都 スペイン植民都市の

源，形成， に関わる日本では余

り知られない

モとなった。

を中心とする のようなメ

注釈

1. 1700年 5月 19日~1770年 9月 10日。カスティージャ・

ラ・ヴィエハ Castillala Vieja地方サンタンデール Santander

のソト・ラ・マリナ Sotola Marina村で生まれる。 15歳の時，

ユカタンの総督なるホセ・デ・ヴェルティス・イ・ホンタノン

Jose de Vertiz y Hontanonの船隊と共にヌエヴァ・エスパー

ニャに渡り， 70歳でメキシコ・シティで死ぬまで軍人政治家

として活躍，ヌエヴァ・サンタンデールに 25の都市を建設し

ている。その生涯は L.D.プラットが明らかにしている。 Lyman

D. Platt, The Escandon Settlement of Nueva Espana, 

3 l 6W.500N., St. Georgo, UT84 770。

2. Jimenez Verdejo, Juan Ramon (2005) The Spanjsh-

Amehcan Cny Study of the urban model used by Josede 



Escandon to create the Colony of Nuevo Santander, Ph. D 

Dissertation, 2005 

3. JR. ヒ メ ネ ス ・ ベルデホ，布野修司，齋木崇人 (2007)

ホセ・デ・エスカンドンの都市計画モデルに関する考察

Considerations on Urban Model by Jose de Escandon.~ 日

本建築学会計画系論文集，第 617号 pp95-101, 2007年 7月

J.R. ヒメネス・ベルデホ，布野修司，齋木崇人 (2007): ホセ・

デ・エスカンドンによる計画都市の変容に関する考察 日本建

築学会計画系論文集，第 620号 ppl19-125, 2007年 10月，

Considerarjons on Transformation of Urban Model by Jose 

de Escandon, J.Archit.Plann.AIJ, No.620, ppl 19-125 

4. ヴァラ varaは， ピエ pieとともに，身近なスケールについ

て用いられる。ピエは「足」を意味し，英米のフット，中国・

日本の尺と同じである。ヴァラは「木組，足場」に由来し，「細

長い棒」を意味する。ヴァラは 3尺，半間と思えばいいが，半

間よりやや短い。 1ヴァラは 3ピアで，現在は 1ピエ=2.86cm, 

lヴァラ=83.59cmとされているが，国，地域によって異なる。

5. ベッカー版三アリストテレス全集}Aristotelis Opera, ex 

recens1one Immanuelis Bekkeri, edidit Academia Reg1a 

Borussica. Berolini, 1831-70の頁，欄，行。

6. ミレトス学派と呼ばれるタレス Thales(c.624 BC-c.546 

BC), アナクシマンドロス Anaximander(c.610 BC-c. 546 

BC), アナクシメネス Anaximenes(c.585 BC-c.525 BC) と

いう「世界が何でできているか」を間うた 3人の自然哲学者を

生んだことで知られる。

7. アリストテレス (2009)ター政治学i田中未知太郎・北嶋美雪・

尼ケ崎徳ー・松居正俊・津村寛二訳，中央公論新社。

8. ミレトスに関する主要な文献として， Th.Wiegand(1906), 

Milet Ergebnisse der A usgrabungen und Untersuchunge 

seJt Jahre 1899 18vols; A.G.Dunham (1915), The 

History of lvfiletus down to the Anabasis of Alexanderなど

がある。

9. ポール・ランプル (1983) :"古代オリエント都市一都市と

計画の原型一硲北原理雄訳，井上書院。 Lampie, P. (1968) 

Cities and Planning in the Near EastGeorge Braziller, New 

York 

I 0. エクシメニスはゲロナ Gerona生まれのフランシスコ会

で，著作家として知られる。先祖はユダヤ人だったという

説があるが定かではない。ヘブライ語を解し，ヴァレンシア

ではユダヤ人街でヘブライ語の文書の調査をしたことが知ら

れている。バルセロナの教会に入り，ケルン，パリ，オック

スフォードの大学で神学を修めた (1365-1370) 後，スペイ

ンに戻ってまずバルセロナ，後にヴァレンシアに住んだe ヴァ
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13. 1パソ=5ピエ， 139.3cm。

14. Salcedo, Jaime.El modelo urbano aplicado en 
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la America Espanola : su genesis y desarrollo teor1co 

practico.Estudios sabre urbanismo Iberoamericano.Siglos 

XVI al XVIII.Junta de Andalucia.Setlement.1990 

15. 嶋章博 (2007) は“探索，新入植，平定に関する勅

令 Ordenanzasdel Descubrimiento, Nueva Poblac1on y 

Pacificacion de las Indias・・ とするが， Fraciscode Solano 

(1996) に従う。

16. Diego - Fernandez Sotelo, Rafael, MUo y Reahdad 

en las leyes de pobJacjon de lndjas, Icaza Dufour, F. et 

al (eds.) (198 7), Recopj}acjon de Le yes de los Reynos de 

las Indias, Mexico, 1987 

1 7. 最初の部分，第 1章にはタイトルはつけられてはいない。

18. Ha叫 oy, Jorge E. (1983) La forma de las cjudades 

colonja}s en la Amerka Espanola Estudjos sabre la dudad 

1beroame「jcanas, C.S.I.C., Madrid 

19. J.R. ヒメネス・ベルデホ，布野修司，齋木崇人，ス

ペイン柏民都市図に見る都市モデル類型に関する考察，

Considerations on Typology of City Model described rn 

Spanish Colonial City Map, 日本建築学会計画系論文集，第

GIG乃pp9l -97, 2007年 6月

20 スペイン植民地関連資料を所蔵する機関として，

Archivo de la Corona de Aragon, Archivo de la Real 

Chancilleria de Valladolid, Archivo General de la 

Administracion, Archivo General de Simancas, Arch1vo 

Historico Nacional, Archivo HistoricoProvincial de 

Aiava, Archivo HistoricoProvincial de Bizkaia, Arch1vo 

HistoricoProvincial de Guipuzkoa, Centro Documental 

de la Memoria Historica, Seccion Nobleza de¥ Arch1vo 

Historico Nacionalなどがある。

2 1 インディアス総合古文書館 AGI資料 (113都市）と陸軍

博物館資料 SGE/SHM(78都市）には同一都市も含ま れ て お

り，重複を除いてこの 2つを合わせると 172都市となる。 172

都市のうち，インディアス総合古文書館 AGIと陸軍博物館資料

SGE/S日M に共通する都市は 23都市，インディアス総合古文

書館 AGIのみが所蔵するのは 93都市，陸軍博物館資料 SGE/

SHMのみ所蔵するのは 55都市である。都市一般図 (D), 都市

計画図 (E) は，それぞれ 92(/]72)枚， 80(/172)枚ある。

22. インディオの強制労働の中止 (1)' そのインディオヘの

周知 (4)' インディオの移島の禁止 (8)' インディオの生命を

脅かす勅令，法令の撤回 (9)' インディオの生産物から利益を

得ることの禁止，インディオに苛飲誅求を働いたスペイン人を

処罰する権限を聖職者に与える (5)' これまでインディオに関

わる業務に関与した人物の以後の関与禁止 (7)など。

92 布野修町 1 グリッド都市

23. ; 14の改善策］の中で，ラス・カサスは，インディオの

強制労働に代わる黒人奴隷の導入を主張しており，黒人奴隷制

の創始者と目され非難されてきたが，インディアス向けの黒人

奴隷貿易は 1501年の勅令で始められ， 1513年の許可状制の

導入によって，奴隷貿易は開始されている。

24. 1700年 5月 19日~1770年 9月 10日。カスティージャ・

ラ・ヴィエハ Castillala Vieja地方サンタンデール Santa叫 er

のソト・ラ・マリナ Sotola Marina村で生まれる。 15歳の時，

ユカタンの総督なるホセ・デ・ヴェルティス・イ・ホンタノン

Jose de Vertiz y Hontanonの船隊と共にヌエヴァ・エスパー

ニャに渡り， 70歳でメキシコ・シティで死ぬまで軍人政治家

として活躍，ヌエヴァ・サンタンデールに 25の都市を建設し

ている。その生涯は L.D.プラットが明らかにしている。 Lyman

D. Platt, The Escandon Settlement of Nueva Espana, 

3 l 6W.500N ., St. Georgo, UT84 770。

25. 聖アウグスティヌスの作った会則に基づいて修道生活を

送っていた修道士のグループが， 13世紀半ばに合同して成立

した修道会。ドミニコ会やフランシスコ会，カルメル会と並ぶ

托鉢修道会として知られる。宗教改,'直の火蓋を切ったマルティ

ン・ルターはアウグスティヌス会の会員である。

26. 1534年 8月 15日，イグナチオ・デ・ロヨラ (1491-1556)

とパリ大学の同窓生 6名がパリ郊外のモンマルトルの丘のサ

ン・ドニ聖堂に集まり，イエズス会を結成する。「モンマルト

ルのe;.;且ヽ」のメンバーは，他にピエール・ファーヴル (1506-

1546), フランシスコ・ザビエル (1506-1552), ディエゴ・

ライネス (1502-1565):第 2代総長，アルフォンソ・サルメ

ロン (1515-1585), ニコラス・ポバディリャ (1507-1562),

シモン・ロドリゲス (1510-1579)。

27. スペイン語で「削減・制定」を意味する。メキシコでの

ブルゴス法 (1512年）ではレドウクシオン後インディオが再

び離散するのを防ぐために，古い村 puebloを差配することも定

められていた。税・労働力の搾取とカトリック宣教のしやすさ

から，レドウクシオンは押し進められた。山本徹， Reduccion,

ロラテン・アメリカを知る事典，-，平凡社， p463.1999 

28 「集合・信徒団」を意味する。




